
企業立地促進と中小企業振興による相乗効果

１．企業立地促進補助金の利用企業アンケート調査結果 （再掲）

■ ポイント

①道が実施したアンケート調査で、「企業立地促進補助金」の利用企業７３社のうち回答
のあった４６社全社が操業後に道内（地場）企業と取引実績があると回答。
主に、備品、建物・設備のメンテナンス、原材料、機械設備、製品・部品の取引が多い。

②条例で実施している「中小企業競争力強化促進事業」の利用企業とも取引があり、
機械設備や製品・部品の取引が主な内容。

③条例が目指す「企業立地促進」と「中小企業振興」の一体的・相乗的効果が出ており、
立地企業と道内地場企業の結びつきが強化されている。

資料７

１

１．道が実施したアンケート調査で、「企業立地促進補助金」の利用企業７３社のうち回答
のあった４６社全社が操業後に道内（地場）企業と取引実績があると回答。
主に、備品、建物・設備のメンテナンス、原材料、機械設備、製品・部品の取引が多い。
条例で実施している「中小企業競争力強化促進事業」の利用企業とも取引がある。

２．自動車関連産業では、立地企業の発注に対し、道内企業が参入し、調達額が増加傾
向にある。
３．食品関連産業では、道内食品メーカーの５７％が道内メーカーの機械の導入実績はある
ものの、残り４３％は未導入。
道では、道内食品加工メーカーへの道内メーカーの機械導入に向けて、マッチングや
「北のものづくりネットワーク」を活用し、技術力の向上を支援中。
４．道が実施したアンケート調査や自動車関連産業の動向を踏まえると、条例が目指す
「企業立地促進」と「中小企業振興」の一体的・相乗的効果が出つつある状況にあり、
道内需要の域内循環の促進に一層、取り組んでいく必要がある。
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企業立地促進費補助金利用企業と道内企業の取引

件 数 中小企業競争力強化促進事業の利用企業

うち中小企業競争力強化
促進事業の利用企業

備品の発注 34 4
建物・設備のメンテナンス発注 32
原材料の発注 31 4
機械設備の発注 26 8
製品や部品の発注 23 7
工場等建物の発注 22
従業員の派遣受入 13
社宅等の賃貸借 10
その他（除雪作業の発注など） 7

　　　件　　　数

取引の内容



２）道内食品メーカーの道内機械の導入状況

１）道内大手自動車関連企業の道内調達状況

２．道内の大手自動車関連企業・食品メーカーの動向

●立地企業の発注に対し、道内企業が参入し、調達額が増加の傾向にある。

①道内からの部品調達状況
・道内調達額は調査開始（Ｈ１６）以降、ほぼ一貫して増加傾向にあり、Ｈ２６は大幅に
増加して３００億円を突破。（Ｈ１６：６９億円→Ｈ２７：３２０億円）
・道内調達率は２年連続で過去最高を記録。（Ｈ１６：８．７％→Ｈ２７：１８．３％）
②道内からの設備機械・消耗品等の調達状況
・立地企業の設備投資増に伴い、道内企業への発注も拡大し、調査開始（Ｈ２１）以降
道内調達額は６年連続で過去最高を記録。（Ｈ２１：２１７億円→Ｈ２７：４３３億円）
・道内調達率はこれまで７０％前後の横ばいで推移。

２

●北海道経済産業局の調べによると、道内食品メーカーの９割が製造機械を導入し、
その５７％が道内メーカーの機械を導入。
・４３％は海外を含めた道外メーカーの機械を導入している状況であり、道内企業が
参入できる余地がある。
●道が実施したアンケート調査では、「企業立地促進補助金」を利用した立地企業（食品
メーカー）と道内（地場）企業の間で、備品や機械設備等で取引実績がある。

道内食品メーカーの道内製機械の導入状況

ｎ＝２４６

出展：「ものづくりから始まる北海道 食・モノ・語り～食と機械の連
携への扉と鍵～」（平成２７年２月 北海道経済産業局発行）

導入している ５７％

導入していない ４３％

○道が実施したアンケート調査で、「企業立
地促進補助金」を利用した立地企業（食品
メーカー)が道内（地場企業）から備品や機
械設備等を調達していることが判明。

【Ａ社】道内（地場）企業から備品、機械設備、
製品・部品、建物・設備のメンテナンス
を調達。

【Ｂ社】道内（地場）企業から備品、機械設備、
製品・部品、建物・設備のメンテナンス、
原材料などを幅広い分野で調達。


